
 

 

 

 

 

 

 

未来につながる、未来につなげる  

      ―新しい道を進むために  

校長 加納 一志 

 10月 21日（水）秋空の下、体育大会が行うことができました。開会式での 3年生代表の宣誓の言

葉を紹介します。 

 今年はコロナがありました。雨も多く降りました。日程も種目も大きく変わりました。しかし、

雨にも負けず、コロナにも負けず、仲間と協力し合い、短い時間の中で練習してきました。 

 和田中生の絆を大切にし、感謝の気持ちを込めて、一生懸命競技することを誓います。 

 心に響く言葉に、思わず涙腺が緩んでしまいました。「コロナ」「雨」「大きく変わり」「短い」に

象徴された条件や環境の中で、生徒のみなさんは素晴らしい行事を創りあげた一日でした。 

 学校は人を育て、学びを進める場所です。再開後も、和田中だより 9・10月号でもお知らせした

通り、様々な取組に挑戦しています。 

地域の方々による年間 24回の英検対策講座【朝プロジェクト】では 8・9月

に添削をお願いし、2次試験に向けてリスニング講座も開催できました。給食

時と昼休みに対面で行っていたネイティブ英会話【昼プロジェクト→右写真】

は、東京学校支援機構の方にリモート（ZOOM）で進めていただいています。感

染予防のパーテーションを設置した図書室で 9・10月に開催した放課後自主的

学習教室【STUDY＋】には 189名の参加がありました。 

また、2年生は 10/30（金）8領域の職種の講師の方をお招きし、職場体験

代替の取組であるキャリアトークが行われました。１年生と５組は 11/7（土）に地域 34名の講師の

方に 14の伝統文化講座をお願いしています。いずれも、感染症対策は万全に進めています。 

11/7（土）の午後には、多摩市市政 50周年記念のオンライン文化祭で３年生総合的な学習の時間

の取組（ＷＡｐＤｃＡプロジェクト）、吹奏楽部の演奏が

YOUTUBE配信（詳細は『みんなでつくる多摩市 ONLINE文化祭』

サイト参照）されます。どちらも、修学旅行やコンクールなどの

代替の取組です。 

 学校生活の生徒のみなさんに、新たな道を進み、新たな世界を

創り出すための勇気をもらっていいます。 

のびゆく我等 ほがらかに    強くやさしく たくましく   新しい道 はばたこう 

 和田中学校の校歌の一節です。新型コロナウィルスやインフルエンザの感染状況も拡大・収束の

どちらか見通しをもつことが難しい中ですが、新しい和田の道を新しい形で切り拓いていきたいと

思います。保護者・地域のみなさまには、今後ともご理解・ご協力いただけますようお願いいたし

ます。 

 

 

 

 

 

多摩市立和田中学校  HPアドレス http://schit.net/tama/jhwada/ 

和田中だより 
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保護者の方へお願い 

          
    わだべん :  水曜日の会議日に、PTAのご協力により、再登校をせずに部活動へ参加 

（左写真） できるよう、わだべん（保護者の方の自習見守り）をしていただいています。 
               また、月火木金の放課後はSTUDY＋（近隣の大学生や地域の方のボランティアによる 

放課後自習教室）を実施しています。 
 

生徒総会 : 今年は放送による生徒総会になりましたが、 

 （右写真） 各委員会から、より良い学校生活を送るため 
の活動方針が示されました。 

 

体育大会 : 今年度初めて全校で取り組む行事となりました。スローガンが 

踊り場に掲示され、全校生徒の気持ちも当日に 
向け、だんだんと一つになっていきました。雨 
のため、一日延期となりましたが、全校一丸と 
なった、充実した体育大会を実施することがで 
きました。 

 

 

昼プロ : 給食から昼休みの時間。クラスでの英語講座の後は、個別の 

英会話体験。東京学校支援機構（TEPRO）を通して応募いただいた 
講師の方と Zoomで楽しく英語体験！ 
（取組の様子を、朝日新聞が取材に来ました。） 

 

キャリア学習（2 年生） :               キャリアトーク 
ハローワーク講演会                    職場体験代替えプログラム。 
「正社員？フリーター？何が違うの？」           ８つの業種から講師を招き、 
ハローワークのジョブサポーター萱沼            仕事についての話を伺いまし 
様に教えていただきました。                た。（東京新聞 10/31(土) 

に記事が掲載されました。） 

 

お花が潤いを与えてくれます : 地域の方が、定期的にお花を生けてくださっています。 

生徒昇降口と来賓職員玄関の間、２階部活動黒板前で四季折々のお花が、学校生活に潤い 

を与えてくれています。 
 

入 賞 ・ 入 選 (敬称略) 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
① 毎朝、検温と健康チェックを確実に行ってください。 
 「健康チェック」カードに記入し、学校へ忘れずに持参してください。 
② マスク着用、手洗い等の感染防止を徹底してください。 
③ 本人はもちろん、同居のご家族に風邪症状等がある場合も無理に登校せずに。しっかりと 

自宅で休養をとってください。（保護者からの申し出により、欠席扱いにはいたしません） 
 
学校では、上記３点を指導しています。今後も引き続き、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 
 
教育活動アンケートを１１月２０日（金）に配布予定です。今後の和田中学校の教育 

活動の参考としてまいります。１２月４日（金）までの提出となります。ご協力をお願 
いいたします。 

１ ０ 月 の 和 田 中 学 校 

５組制作の入場門→ 

ご理解とご協力をお願いします 

南多摩納税貯蓄組合連合会 
 
○税の作文 
 
 <多摩市長賞>  3 年 森合 遼太 
  

<南多摩納税貯蓄組合連合会優秀賞>  
3 年 田中 祐羽 

東京都薬物乱用防止推進多摩市協議会 
 
○薬物乱用防止ポスター 
 
 <地区会長賞> 2 年 佐藤 由奈 
  

<佳作>  2 年 土岐田 柚葵， 佐藤 凪紗 
 
<特別賞> 2 年 伊藤 莉亜， 江成 遼馬，  
<特別賞> 2 年 佐藤 来夢， 髙橋 由衣， 
<特別賞> 2 年 片松 花菜， 中村 心緒， 
<特別賞> 2 年 土屋 和花子，細淵 悠太， 
<特別賞> 2 年 三谷 雪乃， 吉澤 美遥， 
<特別賞> 2 年 竹村 光佳， 須貝 メイサ 

暗くなる時間が早くなりまし

た。不審者等注意をしましょ
う。 
 

<もしもの時の３つの行動> 
 

➊助けてくれる大人のいる所
まで全力で走り抜く        

(あかりが灯る近くの住宅、通

行人のいる場所、商店等) 
 
➋助けを求める声を出す 

(｢たすけてー｣｢誰かきて―｣等) 
 

➌助けを求める場面に遭遇し
たら、すぐに 110 番通報する 

(自分で､またはすぐ近くの大人から) 
 

その後、できるだけ速やかに学

校にも知らせてください。 

学校では上記のように指導し
ております。 
ご家庭でもお声かけよろしく
お願いいたします。 


